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田
辺
議
員 

自
転
車
で
の
観
光
で
あ
る

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
関
心
が
国

内
外
で
高
ま
っ
て
い
る
。
地
域
活
性
化

を
図
る
た
め
、
行
政
や
民
間
が
広
域
で

連
携
、
協
力
し
、
受
け
入
れ
環
境
の
整

備
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ａ　

県
と
し
て
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
検
討
会
で
安
全
性
確
保
や
コ
ー
ス
設

定
、
サ
イ
ク
ル
ス
タ
ン
ド
の
設
置
、
協

力
店
舗
の
普
及
な
ど
環
境
整
備
の
基
本

的
な
方
向
性
を
来
年
度
の
早
い
段
階
で

取
り
ま
と
め
、
県
を
挙
げ
た
取
り
組
み

に
つ
な
げ
て
い
く
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
と
多
言
語
で
の
発
信
も
検

討
し
て
い
く
。

大
田
議
員 

総
務
省
か
ら
、
外
国
人
住

民
へ
の
対
応
が
全
国
的
な
課
題
だ
と
し
、

多
文
化
共
生
の
推
進
を
計
画
的
か
つ
総

合
的
に
実
施
す
る
よ
う
通
知
が
出
さ
れ

て
お
り
、
本
県
に
お
い
て
も
早
急
に
計

画
を
策
定
す
べ
き
で
あ
る
。

Ａ　

今
後
、
在
留
外
国
人
増
加
が
見
込

ま
れ
る
中
、
国
籍
、
民
族
、
在
留
目
的

等
の
多
様
化
、
企
業
、
学
校
、
地
域
社

会
に
お
け
る
国
際
化
が
一
層
進
む
と
と

も
に
、
国
に
お
い
て
は
在
留
資
格
の
見

直
し
も
行
わ
れ
て
お
り
、
多
文
化
共
生

推
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
こ
う

し
た
動
き
を
把
握
し
た
上
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

井
上
議
員 

障
が
い
者
の
自
立
に
重
要

な
役
割
を
担
う
「
就
労
継
続
支
援
Ａ
型

事
業
所
」
の
経
営
力
強
化
に
取
り
組
む

こ
と
は
必
須
で
あ
る
。

Ａ　

雇
用
型
就
労
を
提
供
す
る
「
Ａ
型

事
業
所
」
は
原
価
管
理
や
労
務
管
理
な

ど
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
力
が
求

め
ら
れ
る
。
県
は
中
小
企
業
診
断
士
な

ど
に
よ
る
集
団
指
導
を
実
施
し
て
い
く
。

加
え
て
、
実
地
指
導
等
を
通
じ
て
経
営

上
の
課
題
を
把
握
し
た
上
で
、
支
援
が

必
要
な
事
業
所
の
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

力
の
強
化
方
法
や
優
良
な
事
業
所
の
確

保
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

中
村
議
員 

本
県
の
農
政
発
展
の
た
め

県
南
地
域
に
農
学
系
県
立
大
学
が
必
要

と
感
じ
る
。

Ａ　

県
立
農
業
大
学
校
を
農
林
業
総
合

試
験
場
（
筑
紫
野
市
）
の
隣
接
地
に
設

置
し
て
い
る
。
技
術
指
導
者
等
を
育
成

す
る
養
成
科
と
、
農
外
か
ら
の
就
農
希

望
者
を
支
援
す
る
研
修
科
が
あ
り
、
定

員
は
50
名
と
20
名
。
開
校
以
来
、
時
代

に
即
応
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直

し
、
現
在
は
ハ
ウ
ス
施
設
の
環
境
制
御

な
ど
技
術
革
新
に
対
応
し
た
教
育
も
行

っ
て
い
る
。
県
は
引
き
続
き
試
験
場
と

連
携
し
、
農
業
大
学
校
で
農
業
者
等
の

人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

佐
々
木
議
員 

本
県
に
お
け
る
覚
醒
剤

事
犯
と
暴
力
団
と
の
関
係
、
暴
力
団
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
覚
醒
剤
を
資
金
源
と

し
て
い
く
可
能
性
に
つ
い
て
警
察
本
部

長
に
尋
ね
る
。

Ａ　

覚
醒
剤
事
犯
に
よ
る
検
挙
人
員
の

７
割
以
上
を
暴
力
団
構
成
員
等
が
占
め

て
い
る
。
建
設
業
等
か
ら
の
暴
力
団
排

除
の
取
り
組
み
の
進
展
に
よ
り
、
暴
力

団
の
資
金
獲
得
活
動
が
困
難
化
す
る
一

方
で
、
覚
醒
剤
事
犯
へ
の
関
与
を
一
層

強
め
て
い
く
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

県
警
は
、
暴
力
団
対
策
の
重
要
な
柱
と

し
て
覚
醒
剤
事
犯
の
取
り
締
ま
り
を
強

化
し
て
い
く
。

渡
辺
議
員 

睡
眠
の
重
要
性
に
つ
い
て

教
育
長
に
問
う
。

Ａ　

睡
眠
は
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
発

育
・
発
達
、
健
康
的
な
生
活
を
送
る
上

で
非
常
に
重
要
。
睡
眠
な
ど
の
生
活
習

慣
の
乱
れ
は
、
学
習
意
欲
や
体
力
の
低

下
、
ひ
い
て
は
不
登
校
の
き
っ
か
け
の

一
つ
で
、
見
過
ご
せ
な
い
。
早
期
発
見

に
は
日
常
的
な
健
康
観
察
が
重
要
で
、

県
教
育
委
員
会
は
市
町
村
教
育
委
員
会

に
対
し
て
就
学
時
健
康
診
断
時
の
調
査

票
へ
の
睡
眠
に
関
す
る
項
目
の
追
加
な

ど
を
促
し
、
教
職
員
や
保
護
者
、
児
童

生
徒
に
は
睡
眠
の
重
要
性
に
つ
い
て
理

解
を
図
っ
て
い
く
。

原
田
議
員 

平
尾
台
に
あ
る
広
谷
湿
原

は
国
の
重
要
湿
地
に
も
登
録
さ
れ
、
生

物
の
多
様
性
が
現
存
す
る
か
け
が
え
の

な
い
財
産
で
あ
る
。
生
態
系
の
維
持
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
へ
の
登
録
に
向
け
た

動
き
に
つ
い
て
聞
く
。

Ａ　

県
は
広
谷
湿
原
で
植
生
の
回
復
を

図
り
、
自
然
観
察
会
で
啓
発
活
動
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
東
筑
紫
学
園
高
校
の

生
徒
や
関
係
者
が
長
ら
く
調
査
や
保
全

活
動
を
続
け
て
き
た
こ
と
は
大
変
心
強

く
思
っ
て
い
る
。
条
約
の
登
録
に
は
地

元
の
賛
同
が
欠
か
せ
な
い
。
ま
ず
は
地

元
の
合
意
形
成
の
状
況
を
見
守
っ
て
い

き
た
い
。

原
中
議
員 

来
年
６
月
か
ら
の
民
泊
新

法
の
本
格
施
行
後
、
違
法
事
業
者
の
取

り
締
ま
り
に
ど
の
よ
う
な
決
意
で
対
策

を
進
め
る
の
か
。

Ａ　

無
許
可
営
業
等
は
近
隣
住
民
と
の

ト
ラ
ブ
ル
は
も
と
よ
り
、
他
の
犯
罪
の

舞
台
と
な
る
な
ど
治
安
対
策
上
も
看
過

で
き
な
い
。
県
警
は
県
担
当
課
や
保
健

所
を
設
置
し
て
い
る
福
岡
市
な
ど
４
市

と
緊
密
に
連
携
。
無
許
可
営
業
や
騒
音

苦
情
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
、
繰
り
返

し
の
指
導
に
従
わ
な
い
場
合
や
暴
力
団

の
関
与
、
犯
罪
の
温
床
と
な
る
な
ど
悪

質
な
事
案
は
検
挙
を
検
討
す
る
な
ど
厳

正
に
対
応
し
て
い
く
。

松
下
議
員 

障
が
い
者
が
作
る
「
ま
ご

こ
ろ
製
品
」
の
売
り
上
げ
向
上
に
は
販
売

元
で
あ
る
事
業
所
の
経
営
力
強
化
が
必
要

不
可
欠
。
企
業
経
営
の
専
門
家
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
提
供
す
る
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
問
う
。

Ａ　

中
小
企
業
診
断
士
な
ど
の
専
門
家

を
用
い
た
集
団
指
導
、
工
賃
ア
ッ
プ
を

支
援
す
る
専
門
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
用
な
ど
の

検
討
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
県
庁
地

下
に
常
設
の「
ま
ご
こ
ろ
製
品
デ
ス
ク
」

へ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
で
き
る

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
販
売

拡
大
へ
つ
な
げ
る
支
援
を
さ
ら
に
行
っ

て
い
く
。

新
開
議
員 

障
が
い
者
は
65
歳
に
な
る

と
、「
障
が
い
者
福
祉
制
度
」
か
ら
「
介

護
保
険
制
度
」
に
変
わ
り
、
負
担
も
増
え

る
と
聞
く
。「
障
が
い
者
65
歳
問
題
」
解

決
の
た
め
の
知
事
の
決
意
を
聞
き
た
い
。

Ａ　

障
が
い
の
あ
る
皆
さ
ん
か
ら
「
慣

れ
親
し
ん
だ
事
業
所
で
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
い
」
等
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
課
題
解
決
に
向
け
た
制
度
改
正

に
つ
い
て
「
全
国
主
要
都
道
府
県
民
生

主
管
部
（
局
）
長
連
絡
会
議
」
に
議
題

と
し
て
提
案
。
来
年
４
月
施
行
の
改
正

障
害
者
総
合
支
援
法
を
事
業
所
へ
丁
寧

に
説
明
し
て
い
く
。

大
塚
議
員 

糖
尿
病
性
腎
症
及
び
足
病

の
重
症
化
予
防
に
つ
い
て
。

Ａ　

糖
尿
病
性
腎
症
が
進
行
し
、
人
工

透
析
が
必
要
に
な
る
と
、
患
者
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
が
著
し
く
低
下
し
、
医
療
経
済
的
に

も
大
き
な
負
担
を
社
会
に
強
い
る
こ
と

と
な
る
。
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
人
工

透
析
へ
の
移
行
の
防
止
を
目
的
に
、「
福

岡
県
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
、本
年
６
月
に
策
定
し
た
。

糖
尿
病
性
の
足
病
は
、腎
症
と
同
様
に
、

重
症
化
が
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
低
下
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
予
防
と
早
期
治
療

が
重
要
で
あ
り
正
し
い
知
識
の
周
知
啓

発
に
努
め
て
い
る
。

壹
岐
議
員 

高
校
で
の
特
別
支
援
教
育

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

全
て
の
県
立
高
校
で
特
別
支
援
教

育
に
関
す
る
校
内
委
員
会
の
設
置
と
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
指
名
を
行
い
、
学

校
全
体
で
の
組
織
的
な
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
私
立
高
校
で
は
昨
年
度
の

校
内
委
員
会
設
置
は
60
校
中
18
校
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
は
同
13
校
。
県

で
は
取
り
組
み
支
援
の
た
め
、
各
学
校

に
対
す
る
運
営
費
補
助
に
お
い
て
加
算

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
取
り
組
み
が

遅
れ
て
い
る
高
校
に
働
き
掛
け
、
特
別

支
援
教
育
へ
の
支
援
の
在
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。

浜
﨑
議
員 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
所
持
者
の
受
け
入
れ
に
係
る
職
場
の
理

解
に
つ
い
て
見
解
を
聞
く
。

Ａ　

精
神
障
が
い
・
発
達
障
が
い
の
あ

る
方
は
、
体
調
や
症
状
に
波
が
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
一
人
一
人
の
状
況
を
職
場

の
上
司
・
同
僚
が
十
分
理
解
し
、
適
切

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
来
年
４
月

に
法
定
雇
用
率
が
２
・
０
％
か
ら
２
・
２

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
企
業
の
精
神
障

が
い
者
雇
用
の
促
進
が
一
層
求
め
ら
れ

る
。
県
は
今
年
度
か
ら
新
た
に
雇
用
を

検
討
し
て
い
る
中
小
企
業
に
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
派
遣
、
受
け
入
れ
を
支
援
し
て

い
る
。

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

※

（

　）は
選
挙
区
を
記
載

公明党公明党

浜﨑 達也
（福岡市南区）

大塚 勝利
（福岡市東区）

松下 正治
（北九州市八幡西区）

新開 昌彦
（福岡市早良区）

壹岐 和郎
（北九州市小倉北区）

民進党･県政
県議団
民進党･県政
県議団

大田 京子
（福岡市南区）

井上 博隆
（大野城市）

田辺 一城
（古賀市）

原田 博史
（北九州市小倉北区）

　中村 誠治
（久留米市）

佐々木 允
（田川市）

渡辺 美穂
（太宰府市）

原中 誠志
（福岡市中央区）

閉
会
日
の
採
決
の
様
子


